
1

「EV ワールド（米・中・韓・欧・日） 総覧」目 次

第1章 正・負極材の基礎特性、電池への適応と研究開発の経

緯 （リチウムイオン電池の現状と性能向上）

1．1 リチウムイオン電池の基本3特性（エネルギー、パワ

ーとサイクル）

1－1 リチウムイオン電池における正極と負極、主役と脇役

1－2 正極材の容量とセルの比容量モデル

1－3 エネルギー、パワーと正極材の容量（1）

1－4 エネルギー、パワーと正極材の容量（2）

1－5 エネルギー、パワーと正極材の容量（3）

1－6 サイクル特性と温度、改良sp－LMO 正極系の例

1－7 開発段階のサイクルデータ（コイン型ハーフセル）

1．2 正極材の特性と選択（1）単元系、多元系

1－8 各種製品正極材の放電容量（1）

1－9 各種製品正極材の放電容量（2）

1－10 20Ahセルにおける単元系正極材の比較（1）

1－11 20Ahセルにおける単元系正極材の比較（2）

1－12 単元系正極剤の特性（1）～2010完成

1－13 正極剤の特性（2）、2017二次電池展

1－14 正極剤の理論容量と実用容量

1－15 汎用正極活物質の純・理論値（1 単元系）

1－16 正極活物質の純・理論値（2 多元系）グラフ

1－17 多元系正極剤2000年代Whデータ（1）

1－18 多元系正極剤2000年代Whデータ（2）実験と理論比

較

1－19 NMC正極材の位置付（1）開始段階

1－20 NMC正極材の位置付（2）、AhとWh

1．3 正極材の特性と選択（2）研究から実用へのシミュレー

ション

1－21 正極材の容量と放電電圧アップのスキーム 次次世

代スキーム

1－22 髙容量正極剤の探索と評価の過程（解説）

1－23 正極剤（実用と開発系）の理論容量と実用容量

1－24 ポリアニオン系正極剤の特性と比較 2015研究、56th

電池討論会

1－25 Li＞1.2 リチウム過剰系 単元、二、三元系

1－26 正極材の化学組成（58th 電池討論会）

1－27 ラボデータからシミュレーション（1）

Li1.3Ni0.4Mn0.6O2 Air

1 －28 ラボデータからシミュレーション（2）

Li1.3Ni0.4Mn0.6O2 N2

1－29 ラボデータからシミュレーション（3）硫黄系正極の

放電

1－30 実用電池へのシミュレーション（結果）58th電池討

論会 正極データまとめ

1－31 使えない正極剤

1－32 新規正極剤（材）の研究から実用化まで

1．4 多元系正極材の化学組成（湿式合成とモルフォロジ－）

1－33 正極活物質の化学組成の変化

1－34 ゾル－ゲル法＋噴霧熱分解法の合成

1－35 正極、負極材の化学組成と放電容量

1－36 噴霧造粒・焼成系の正極活物質と同電極板

1－37 LNMO 5V系正極の放電特性（模式図）

1－38 NMC三元系正極材のモルフォロジー

1－39 LNMO三元系電極の表面状態

1－40 NMC系正極材の化学データ（2012）

1－41 正極材（工業製品）の粒径と比表面積

1－42 NCA正極材190mAh／g製品の改良事例

1－43 NMC三元系正極材の粒子と電極板

1－44 VGCF（気相成長炭素繊維）の分散

1．5 新規負極材の特性と選択（セルの基盤としての役割）

1－45 負極材の理論容量とセルの端子電圧

1－46 炭素系負極の模式図

1－47 炭素系負極のモルフォロジーと比重

1－48 炭素系負極の不（非）可逆容量（1）

1－49 実用炭素系負極の放電と不可逆容量 2017 二次電池

展各社発表

1－50 負極炭素系の不可逆容量と比表面積

1－51 100Whセル（正極＋負極）重量 正負1：1単純モデ

ル試算

1．6 電極板の製造における正極材の課題（アルカリ性と塗

工への適合）

1－52 髙容量系正極材の特性(定性1)

1－53 正極材の製品（納入）仕様書例 理化学値

1－54 塗工スラリーの粘度と固形分モデル

1－55 電極板の塗工＞乾燥の効率モデル

1．7 正極材の実用電池としての課題（材料コストと用途分

野）

1－56 正極材、単価と性能（硫黄系を含む概念図）

1－57 正極材のコスト試算（A、理論容量ベース）

1－58 正極材のコスト試算、5V系と硫黄系（B．Ah）

1－59 正極材のコスト試算、5V系と硫黄系（C．Ah,Wh）

1．8 （参考）正極材のファラディー則と拡大

1－60 多元系正極剤2000年代初期のデータ

1－61 比喩（1）電池の中味電子・電圧と容器正極材

1－62 比喩（2）電池の中味up 電子と容器down 正極材

1－63 汎用正極活物質の純・理論値（1 単,多元系）グラフ

1－64 正極活物質の純・理論値（2 多元系）

1－65 正極の電気化学的な原理・作用機序

1．9 （参考）NMC正極材の特許問題

1－66 BASF社の特許出願

1－67 NMCの特許問題（1)

1－68 NMCの特許問題（2)

1－69 NMCの特許問題（3）

1－70 NMCの特許問題（4）

1－71 NMCの特許問題（5）

1－72 NMCの特許問題（6）

第2章 正・負極材の開発と諸問題（1）元素資源のルートと

確保

2.1 既存単元系とNMC 等の二元、三元系正極材の現状比較

2－1 正極材の遷移元素

2－2 単元 LFP LiFePO4

2－3 単元 LCO LiCoO2

2－4 単元 LNO LiNiO2

2－5 単元 LMO LiMn2O4

2－6 比較 NMC Li（Ni1/3Mn1/3Co1/3）O2

2－7 比較 NCA LiNi0.8Co0.15Al0.05O2

2－8 汎用正極材のWh 理論容量とリチウム当量

2－9 LCO単元系正極材のリチウム当量、理論と実用（1）

2－10 LCO単元系正極材のコバルト当量、理論と実用（2）
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5－19 電池の製造工程と水分レベル（2）全固体電池

5－20 全固体セルvs．液電解質セル（2）コスト試算グラ

フ

5．4 EV用電池の生産と市場金額のマグニチュード試算

5－21 EV生産、電池総量とコスト MWh／年

5－22 EV年間生産台数と電池総量GWh／年（対数グラフ）

5－23 EV電池のコストパラメーターと総量試算グラフ

5．5 関連事項（試算の仮定、過程と単位換算）

5－24 リチウムイオン電池（セル）関係の単位換算

5－25 EV年間生産台数と電池総量（試算データ）

5－26 EV電池の年間総コスト（試算データ）

第6章 EVとPHV、2017年生産実績～2030年の予測

6．1 生産台数の実績、日、米、欧と中国
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